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支援のアイデアが集まる事例研究会の進め方

学校・園全体で，特別な教育的支援を必要

とする幼児児童生徒への支援を組織的に進め

ていく上で，幼児児童生徒に関する情報を教

職員間で共有し，支援の在り方を検討する場

として，事例研究会は重要な役割を担ってい

る。しかし，学校等で行われている事例研究

会の多くは，学級担任等が幼児児童生徒の問

題となる行動や学習面の困難さなどの状況を

報告し，その後，参加者が意見交換を行うと

いった形式で行われ，資料準備等にかかる学

級担任等の負担も大きい。また，事例の報告

に時間がかかり，具体的な支援の手だてにつ

いて十分な深まりが得られないまま協議が終

わってしまい，組織的な支援の展開につなが

らないこともある。

そこで本稿では，特別な教育的支援を必要

とする幼児児童生徒の支援の方向性を探り，

組織的な支援につなげるために効果的な事例

研究会の進め方について述べる。

１ 事例研究会のねらい

特別な教育的支援を必要とする幼児児童

生徒に係る事例研究会では，特に次のよう

なことをねらいとして取り組むことが大切

である。

２ 事例研究会の進め方

事例研究会のねらいを達成するためには，

参加者全員が支援策等の検討に関与してい

くことが大切である。インシデント・プロ

セス法やＫＪ法は，事例提供者にとって負

担感が少なく，更に全員参加型で比較的に

容易に取り組みやすいことから，様々な事

例研究会で活用されている。

① 幼児児童生徒の学習面の困難さや問

題となる行動の要因や背景を明らかに
し，幼児児童生徒の理解を深める。

② 幼児児童生徒に対する効果的な指導
法や支援の在り方を探り，教職員の指

導力の向上を図る。

③ 幼児児童生徒に関係する教職員間の
連携を強め，チームで支援する体制づ

くりに資する。

インシデント・プロセス法とは，発表された
簡単な状況を示す出来事（インシデント）を基
にして，参加者が次々に質問することにより事
例の概要を明らかにしながら，事例の原因と対
策を考えていく事例研究法である。

ＫＪ法とは，集団による問題解決法の一つ
であり，文化人類学者の川喜田二郎が野外調
査の資料整理のために考案した手法である。
次のような手順で行う。
① 様々なアイデアを付せん紙などに一枚ず
つ書き出し，用紙に貼っていく。
② 集まったアイデアを類似の内容ごとに分
類していく。
③ それぞれの相関関係を分析し，グループ
の意見を集約する。
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(1) 事例研究会を計画する段階

事例研究会の充実を図るためには，事

例研究会を企画する担当者が，事例提供

者と事前に十分打合せを重ね，事例提供

者が抱えている課題をより具体化するこ

とが必要である。課題が具体的であれば

あるほど，協議も焦点化される。

また，事例研究会の目的，スケジュー

ルを明確にし，この時間でどこまで話し

合うのか具体的に整理し，参加者に伝え

られるよう準備することも大切である。

(2) 事例研究会の流れ

事例研究会の基本的な進め方は，全体

での活動とグループでの活動を組み合わ

せて， のような流れで行う。図１

(3) 実施上の留意点

事例研究会を実施するに当たっては，

次のような点に留意したい。

ア 進行役は，観点を示すなどして参加

者の積極的な質問を促し，事例に関す

る問題の焦点化を図る。また，協議の

過程等が参加者が具体的に把握しやす

いように，質疑の内容をホワイトボー

ド等に書き，協議事項などが視覚的に

確認できるような工夫をする。

イ 参加者は，事例提供者の支援の在り

方を責めるような質問はしないように

する。

ウ グループでの支援策を検討する場面

では「自分が担任ならどうするか」，

「今，すぐ実践できることは何か」と

いった視点で，具体的，現実的な支援

策を基本に，参加者一人一人の自由な

発想を大切にする。

エ 事例提供者は，グループから出てき

た意見を，自分の方針と比較しながら

実現可能な支援策を検討する。

オ 事例研究会の中で知り得た幼児児童

生徒の個人情報については，その保護

に十分配慮する。

図1 事例研究会の流れ

目的と進め方のステップ１
共通理解(全体)

・ この日の話し合いのゴール
とスケジュール 参加者全員を
で共通理解をする。

事例提供ステップ２
(全体)

・ 提供者は，事例の概要（学
年，性別，行動面や学習面の
困難さなど）を簡単に発表す
る。

情報収集ステップ３
(全体)

・ 参加者は，具体的に一問一
答式で具体的に質問し，解決
に関係があると思われる事実
を集める。

課題の焦点化
ステップ４
(全体)

・ 進行役が中心となり，この
事例の課題点を整理し，どの
ような点を協議の中心とする
か焦点化を図る。

支援策の検討ステップ５
（グループ）

・ グループに分かれて，要因
や支援策を検討する。付せん
紙を使い，より多くの支援策
を集約する。
・ ＫＪ法を活用して，グルー
プで集まった意見を構造化する。

支援策の集約・まとめステップ６
（全体）

・ グループで話し合った支援
策を発表し，全体で検討して，
今後の取組を確認する。
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３ 事例研究会の実践例

通常の学級に在籍している学習面に困難さのある児童の指導，支援に関する事例研究会の

実践例を示す。本事例研究会は，特別支援教育委員会の活動の一環として，企画，進行を特

別支援教育コーディネーターが担当し，全職員(28人)が参加して行われた。

(1) 事例の概要

ア 対象 小学校２年生男児（通常の学級に在籍）

イ 対象児の実態

○ 文章中の助詞や文末などを自分の思い込みで読んだり，読めない漢字をとばして読

んだりして，文意を把握することができない。

○ 授業場面で集中できず，手遊びをしていることが多い。

(2) 事例研究会の実際

段 階 時間 担当 具体的な事例研究の内容等

進行 ・ 時間配分と事例研究会の進め方の説明目的と進め方

・ 目的の説明の共通理解

３分 「学級全体で取り組めること」と「個別的に取り組めること」
をまとめ，今後の本児の支援にいかす。

・ 事例対象児に関して，学習面の状況，担任の気付きなどを簡単に事例の提供 提 供 者
口頭で説明

５分 国語の学習場面での本読みの苦手さ，文意を理解して答える
ことの困難さ。授業中の手遊びの多さ。など

・ 事例に関する質疑応答(例)情報収集 参 加 者
(質疑応答)

平仮名は読み書き可。漢字文字の読み書きはどうか。
は細かい部分の間違いがある。

文字をとばしたり，文末をどんな読み方をするのか。
思い込みで読んだりする。７分

算数は同様，図工は集中する。他の教科ではどうか。

※ 質疑は，一問一答式で行い，一度出た情報については，繰り返し
質問しないようにする。

進行 ・ 事前の担任との打合せを踏まえ，具体的に検討する課題をまとめ課題の焦点化

参加者への提示

３分 国語の時間，教科書の文章を正しく理解させるにはどうした
らいいか？

・ 事前に５～６人のグループを編成しておき，グループごとに支援支援策の検討 参 加 者
策を検討
① 個人で検討(付せん紙に記入）
「学級全体で取り組めること」と「個別に取り組めること」を
記入する付せん紙は，色分けして記入する。

17分 ※ 「自分だったら，こうする」といった視点で具体的な支援に
つながるように記入する。

② 付せん紙をＡ３の紙にはりながら，実行可能な支援策をグルー
プで検討し，記録用紙( )にまとめる。図２
③ 支援策を取り組むに当たって優先順位を決める。
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・ 各グループで検討した支援策の発表支援策の集約 参 加 者
※ 支援策(例)
① 学級全体で取り組むこと

読み取りの場面では，文章 Ｔ･Ｔとして，特別支援学
の内容にあった絵や写真を提 級担任が入り，対象児も含め
示し，全体的に内容の理解を て，学級全体への支援を行
促した上で学習を進める。 う。

キーワードを書き込むこと 教師の発問をカードにして
で，文意が把握できるような 黒板に提示し，何が問われて

10分 ワークシートを作成する。 いるか分かりやすくする。

② 個別的に取り組むこと

文末にマーカーで印を付 文の区切りに斜線を付け読
け，注意を促す。 みやすくする。

文章の中でキーワードとな 読めない漢字には，ふりが
る言葉を四角で囲み，手掛か なを振った教材を準備する。
りになるようにする。

・ 各グループからの発表に対すまとめと 提 供 者
る意見交換今後に向けて

・ 各グループからの発表内容に
ついての感想や意見
・ 実際に取り組んでいこうと考
える支援策についての発表

10分 ・ 担任の意見等を踏まえて，学参 加 者
校全体として取り組める事項は
ないか，挙げられた意見からの
検討

進行 ・ 学校全体で取り組める内容に
ついての整理，まとめ

解決を目指す課題

＜個別に＞＜学級全体で＞

優先順位①・・・・・・
②・・・・・・

図２ 記録用紙の例

事例研究会は，事例提供者にとって，今ま

での取組の問題点などを整理し直し，新たな

支援策を検討する機会になるとともに，参加

者にとっては，「自分だったらどうするか」

を考えるよい機会となる。また，支援の必要

な児童生徒の理解を深め，情報共有の場とし

ても事例研究会は重要な役割をもつ。

さらに，学校全体として，参加者一人一人

が主体的に参加し，幼児児童生徒の支援策を

検討する事例研究会を実施することにより，

教職員一人一人の特別支援教育にかかわる意

識が高まるとともに，お互いの意見を傾聴し，

共に考えることの重要性が理解でき，お互い

を支え合う協力的な人間関係の構築も可能に

なる。今後，支援につながる事例研究会が積

極的に取り組まれることを期待する。
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